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イヴァン・ヴィシュネグラツキーの弦楽四重奏曲第１番に用いられた連続体技法
―四分音によって拡張された旋法性―
Continuum technique of Ivan Wyschnegradsky String quartet No.1: 














































































図 1  冒頭の和音　　　          図２ 第 128 小節～第 130 小節のカデンツ的な特徴を持つ箇所の推移




































































（※２） 四声部での使用 三声部での使用 二声部での使用








100,	 101,	 102,	 103,	
104,	 105,	 106,	 107
A''（111-131 小節）
119,	 120,	 121,	 122,	
130,	131
C（132-159 小節）
132,	 139,	 144,	 145,	
146,	 147,	 148,	 149,	
150,	 151,	 152,	 153,	
154,	155
B'（160-191 小節）
160,	 162,	 164,	 165,	
166,	 168,	 169,	 170,	




214,	 215,	 216,	 218,	
233,	 234,	 236,	 237
A'''（238-279 小節）
238,	 239,	 247,	 254,	
257,	 259,	 277,	 278,	
279
275,	276
259,	 260,	 261,	 262,	
263,	 264,	 265,	 266,	
267,	 268,	 269,	 270,	
271,	 272,	 273,	 274
C''（280-281 小節） 280,	281
B'''（282-298 小節）
282,	 289,	 290,	 291,	






	（※２） 四声部での使用 三声部での使用 二声部での使用





100,	 101,	 102,	 103,	










A'''（238-279 小節） 238 275,	276
259,	 260,	 261,	 262,	
263,	 264,	 265,	 266,	
267,	 268,	 269,	 270,	

























作品の冒頭と終わりに加えて、第 61 小節、第 132 小節、第 214 小節に現れることから、本作品
は連続体の推移から大きく４つのセクションに分けることができる。冒頭から第 61 小節までを第






の連続体である第 61 小節の連続体まで）で形成されるすべての連続体をとり出してみると、図 4









第 39 小節から第 40 小節のヴィオラ・ソロによってハ音へと導かれ、第 41 小節から第 42 小節に
かけてはハ音がヴィオラで持続される 11。そして第 43 小節から第 44 小節にかけてのヴィオラ・
ソロによって持続音がト音に推移し、第 50 小節までト音を核として持続される 12。第 51 小節か
















　第２セクション（第 61 小節の「主音」の連続体から、楽節構造が切り替わる第 132 小節の「主音」










は、第 119 小節で嬰ヘ音を最低音とする連続体が形成され、さらに第 126 小節でイ音を最低音に


















　第３セクション（第 132 小節から第 214 小節の連続体まで）での連続体の推移は図 6のように
なる。第 142 小節第１拍目ではニ音を最低音とする連続体が形成され、第 144 小節の 5連符の最
後の和音で同じくニ音を最低音とする連続体に収束する。その後、第 147 小節の 5連符の最後の
和音では四分嬰ニ音を最低音とする連続体が形成され、第 149 小節第 1拍目では変ホ音を最低音
とする連続体が形づくられる。このように、第 155 小節の 7連符の 5番目の和音で四分嬰ホ音を
最低音とする連続体が現れるまで、四分音の間隔で連続体の最低音が上行していく構造がつくられ
ている。
　第 160 小節から第 191 小節までは、拡大の大きさが狭い範囲にとどまり、連続体の性質が特徴
的に示されている部分である。これらの連続体は最終的に第 181 小節第 1拍目、第 183 小節第 1
拍目、第 185 小節の 5 連符の最後の和音、第 187 小節の 7 連符の最後の和音に共通して現れる、
四分嬰ホ音を最低音とする連続体に行き着く。
　第 192 小節から第 211 小節にかけては、完全な連続体が形成されないが、第１セクションの第






ニ音に変化する。第 204 小節後半から第 206 小節にかけてのヴィオラ・ソロによって持続音は嬰








　第４セクション（第 214 小節の「主音」の連続体から最後の第 308 小節の連続体まで）の連続
体の推移は、図 7 のようになる。第 218 小節第１拍目では嬰ヘ音を最低音とした連続体が現れ、
第 237 小節で四分嬰イ音を最低音とする連続体に収束する。四分嬰イ音を最低音とする連続体は
ロ音を最低音とする「主音」の連続体の構成音を持っているため、「主音」の連続体に類似した機
能を果たしている。したがって、ここでも嬰ヘ音を最低音とする連続体が「主音」の連続体に回帰
する源として機能していることが確認される。また、第 247 小節第１拍目に形成される四分嬰ヘ
音を最低音とする連続体も、第 257 小節第１拍目で形成される四分嬰イ音を最低音とする連続体
を経て、「主音」の連続体である四分嬰ハ音を最低音とする連続体を第 259 小節第１拍目に至る源
として機能している。したがって第４セクションでも、嬰ヘ音を最低音とした連続体と四分嬰ヘ音
を最低音とする連続体が、「主音」の連続体への回帰の準備の役割を果たしていることが確認された。
　以上（１）～（４）の検討から、「主音」の連続体に回帰するサイクルの源として四分嬰ホ音、
四分嬰ヘ音、嬰ヘ音を最低音とする連続体が作品全体を通して機能していることが確認された。
図６　第３セクションの連続体の推移
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５　おわりに
　以上のように、本作品の連続体は「主音」の連続体と、「主音」の連続体に回帰するサイクルを持ち、
その源には共通する連続体が存在していることが判明した。これらの連続体間の関係を総合的に考
察すると、「主音」の連続体を中心として連続体が旋法的に構成されており、「主音」の連続体の下
位の連続体として、四分嬰ホ音、四分嬰ヘ音、嬰ヘ音を最低音とする連続体が位置づけられ、この
連続体がそのほかの連続体を引きつける中心的な役割を果たしていることが確認される。連続体を
核とした、四分音によって拡張された旋法性が、本作品の大きな構造として見出された。
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図７　第４セクションの連続体の推移
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